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明
日
は
日
本
橋
の
魚
市
に
上
る
ら
む
、
魚
類
の
運
搬
を
主
と
し
て
、
旅
客
を
副

と
せ
る
汽
船
の
、
三
崎
よ
り
來
り
て
、
松
輪
に
寄
航
す
る
を
待
ち
合
せ
て
、
艀

よ
り
直
ち
に
甲
板
に
上
る
。
夜
の
十
時
頃
也
。

　
船
室
の
中
に
は
、
七
八
人
、
み
な
横
臥
し
て
、
ま
た
餘
地
な
し
。
室
外
に
蓙

を
敷
か
せ
て
坐
る
。
七
月
の
末
つ
方
、
陸
上
の
人
は
炎
熱
に
堪
へ
ざ
ら
む
。
こ
ゝ

は
漫
々
た
る
蒼
波
、
見
る
か
ら
に
心
地
よ
く
、
清
風
陣
々
と
し
て
、
凉
氣
船
に

溢
る
。
一
天
霽
れ
盡
し
て
、
十
五
夜
の
明
月
高
く
懸
る
。
裸
男
獨
り
甲
板
の
上

に
、
こ
の
清
風
明
月
を
占
む
。
相
州
の
武
山
や
、
房
州
の
富
山
や
、
鋸
山
や
、

送
る
劍
ヶ
崎
や
、
迎
ふ
る
觀
音
崎
や
、
一
種
の
友
の
心
地
し
て
、
煙
草
を
吹
け

ば
、
興
味
更
に
加
は
る
。
な
ほ
慾
張
り
て
酒
あ
ら
ば
と
は
、
我
な
が
ら
凡
夫
の

身
な
る
哉
。

　
下
浦
に
寄
航
し
け
る
に
、
二
三
人
の
乘
客
あ
り
。
其
中
、
一
人
の
青
年
、
來

り
て
裸
男
と
蓙
を
分
つ
。
浦
賀
に
寄
航
し
た
る
時
に
は
、
乘
客
多
し
。
米
國
海

軍
提
督
ペ
ル
リ
の
始
め
て
所
謂
黒
船
を
寄
せ
た
り
け
む
、
そ
ゞ
ろ
に
嘉
永
の
昔

を
思
ふ
。
裸
男
の
蓙
に
、
二
人
づ
れ
の
男
と
二
人
づ
れ
の
女
と
、
幾
ん
ど
同
時

に
來
り
し
が
、
男
の
方
は
す
ば
や
く
坐
り
込
む
。
女
の
方
は
腰
だ
け
を
蓙
の
上

に
卸
し
て
し
や
が
む
。
側
に
今
一
枚
だ
け
蓙
を
敷
く
餘
地
あ
り
。
裸
男
ボ
ー
イ

を
呼
び
て
、
蓙
を
持
ち
來
ら
し
む
。
ボ
ー
イ
蓙
を
敷
く
よ
り
早
く
、
二
人
づ
れ

の
男
周
章
て
ゝ
之
に
移
り
て
、
直
ち
に
横
に
な
る
。
女
代
り
て
漸
く
坐
る
こ
と

を
得
た
り
。
禮
の
つ
も
り
に
や
、
一
人
の
女
、
袂
よ
り
鹽
煎
餅
二
枚
を
取
り
て
、

裸
男
に
呉
れ
む
と
す
。
之
を
辭
す
れ
ば
、
『
毒
は
入
り
居
ら
ず
』
と
て
、
別
に

一
枚
袂
よ
り
取
り
出
し
て
食
ふ
。
手
に
せ
る
煎
餅
を
引
込
め
さ
う
に
も
せ
ず
。

止
む
を
得
ず
、
受
取
り
て
袂
に
入
る
。

　
晝
を
欺
く
ば
か
り
の
月
夜
な
れ
ど
も
、
頭
上
に
ズ
ツ
ク
の
假
屋
根
あ
る
を
以

て
、
居
ま
は
り
は
薄
暗
く
し
て
、
女
の
顏
は
さ
だ
か
な
ら
ざ
る
が
、
い
づ
れ
も

上
方
の
語
音
を
帶
び
た
り
。
一
人
は
五
十
ぐ
ら
ゐ
に
て
痩
せ
た
り
。
一
人
は
三

十
五
六
に
て
、
太
れ
り
。
其
腰
殊
に
大
也
。
裸
男
に
煎
餅
を
呉
れ
た
る
は
、
そ

の
肥
れ
る
女
に
て
、
『
風
が
凉
し
い
の
、
月
が
好
い
の
』
と
、
頻
に
話
し
か
く

れ
ど
、
裸
男
は
唯
〻
う
ん
〳
〵
と
の
み
答
へ
ぬ
。

　
艫
の
一
段
高
き
處
の
蓙
は
、
三
人
に
て
占
め
た
り
。
そ
こ
に
は
月
影
さ
せ
る

を
以
て
、
三
人
の
顏
さ
や
か
に
見
ゆ
。
二
人
は
洋
服
の
紳
士
、
一
人
は
丸
髷
の

年
若
き
女
也
。
白
粉
の
に
ほ
ひ
、
こ
の
女
よ
り
洩
れ
來
た
る
。
三
人
と
も
、
よ

く
饒
舌
り
て
語
り
合
ふ
。
男
は
友
人
同
士
に
て
、
一
瓶
の
ビ
ー
ル
を
分
ち
合
ふ
。

女
は
、
ど
ち
ら
か
の
細
君
と
思
へ
ど
、
さ
う
で
も
な
し
。
船
に
乘
る
少
し
前
に
、

知
合
と
な
り
た
る
に
て
、
夫
は
下
室
に
殘
し
、
凉
味
を
取
ら
む
と
て
、
己
れ
一

人
甲
板
に
上
り
た
る
に
て
、
所
謂
怪
し
き
女
に
て
も
な
し
。
中
等
社
會
の
奧
樣

也
。
然
る
に
、
其
顏
を
見
れ
ば
、
多
情
の
相
也
。
甘
つ
た
る
き
口
付
に
て
、

『
宿
は
客
を
好
め
ど
、
妾
は
う
る
さ
く
て
堪
ま
ら
ず
』
な
ど
、
は
し
た
な
き
こ

と
を
、
臆
面
も
な
く
吐
露
す
。
馬
鹿
は
馬
鹿
に
し
て
も
、
奧
樣
然
と
し
て
居
る

こ
と
か
、
昨
今
の
知
合
に
て
、
己
れ
に
接
す
る
男
に
し
な
だ
れ
か
ゝ
る
。
藤
の

蔓
の
、
杉
に
か
ら
ま
る
も
啻
な
ら
ざ
る
有
樣
。
さ
す
が
に
男
も
友
人
の
手
前
を

憚
り
て
や
、
ふ
と
身
を
轉
じ
て
、
天
上
の
明
月
を
見
る
。

　
裸
男
の
蓙
に
て
は
、
老
い
た
る
女
、
先
づ
横
に
な
る
。
若
き
女
も
暫
ら
く
し

て
横
に
な
る
。
艫
の
男
女
三
人
も
横
に
な
る
。
甲
板
の
上
、
幾
ん
ど
横
に
な
ら

ぬ
も
の
は
な
し
。
二
人
三
人
、
横
に
は
な
ら
ざ
る
が
、
體
を
曲
げ
て
眠
れ
る
樣

子
也
。
裸
男
ひ
と
り
正
坐
す
。
こ
れ
裸
男
が
唱
ふ
る
所
の
正
坐
法
を
實
行
す
る

也
。

　
風
あ
れ
ど
も
、
波
た
ゝ
ず
。
如
何
に
船
に
弱
き
人
と
て
、
こ
の
船
に
は
醉
は

ざ
る
べ
し
と
思
は
る
ゝ
ば
か
り
也
。
而
も
凉
し
く
、
而
も
月
明
か
に
、
船
は
靜
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に
金
波
銀
波
の
上
を
行
く
。
こ
の
凉
味
と
快
味
と
は
、
少
な
く
と
も
裸
男
の
二

三
年
以
來
に
は
知
ら
ざ
り
し
所
也
。
さ
れ
ど
夜
の
二
三
時
と
な
り
て
は
、
凉
し

さ
過
ぎ
て
、
む
し
ろ
寒
さ
を
覺
ゆ
。
眠
く
な
り
て
は
、
正
坐
も
苦
し
く
な
り
ぬ
。

さ
れ
ど
身
を
横
に
す
る
の
餘
地
な
し
。
若
き
女
起
き
上
り
て
、
餘
地
あ
り
。
身

を
横
に
す
。
幾
時
間
か
眠
り
け
む
、
眼
を
さ
ま
せ
ば
、
月
落
ち
て
、
日
未
だ
出

で
ず
。
曙
色
天
に
滿
ち
て
、
品
川
の
砲
臺
、
近
く
船
尾
に
見
え
た
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
五
年
）
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
桂
月
全
集
　
第
二
卷
　
紀
行
一
」
興
文
社
内
桂
月
全
集
刊
行
會

　
　
　1922
（
大
正11

）
年7

月9

日
発
行

※
底
本
は
、
物
を
数
え
る
際
や
地
名
な
ど
に
用
い
る
「
ヶ
」
（
区
点
番
号5-86

）

を
、
大
振
り
に
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

入
力
：
Ｈ.

Ｙ
Ａ
Ｍ

校
正
：
門
田
裕
志
、
小
林
繁
雄

2008

年8

月26

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.

aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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